
電子書籍と紙の本：.
個人的な経験から図書館に与える影響まで

松田　潤

はじめに

　本稿では 2004 年頃から始まる筆者の個人的な「携帯可能な」電子
書籍体験に基づいて，2010 年に始まる日本での電子書籍元年といわ
れる「騒動」を整理することにする．
　まず「元年」に対する「紀元前」での経験からはじめて，元年から
の経験に基づいて読書のあり方から書籍のこれからと図書館に与える
であろう影響について考察をする．

１．ハードウェアとしての電子書籍リーダーの変遷：「紀元前」の経験

　筆者は 2004 年に松下電器産業の電
子書籍リーダーΣ Book(37,000 円程
度 ) を購入し，ほぼ同時に SONY の
電子書籍リーダー LIBRIe(40,000 円程
度 ) を購入した．これらは筆者自身の
本の電子化への関心興味に加えて，学
生にも新しい動向を実際に手にとって
感じてもらいたいと考えてのことで
あった．
　Σ Book は両面見開きの本をイメージした 2 面の画面を持つリー
ダーであった．白黒というよりはグレーの画面に濃紺で表示されるコ
レステリック液晶という電子ペーパーのものであった．それに対し，
LIBRIe は 1 面でグレーの画面に黒で文字が表示される 1 ページの本
を模したものであった．

図１　ΣBook
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　Σ Book はコミックスが見開きで表現されることを前提にして開発
されたもののようであった．しかし現実には 2 面の画面を支えるヒ
ンジ部分がかなり大きく，2 ページ見開きというにはほど遠い印象を
もった．配信される電子書籍は 10daysbook というコミック中心の電
子書籍書店，また凸版印刷が PC 向けにデジタルコンテンツを販売す
る Bitway から，やはりコミックを中心にしたものであった．データ
はパソコンを介して SD メモリカードに転送してリーダーで読むも
のであった．ただし当時の SD メモリカードはわずか 128MG で 5000
円もしていた（歌田，2010）．
　SONY の LIBRIe はΣ Book と比較
すると軽く，E Ink という電子ペー
パーを使った白黒の画面はより読みや
すい印象であった．さらに，『マイペ
ディア』と『現代国語辞書』などが内
蔵されており，気になることばをその
場で確認できるというのは電子書籍
リーダーならではの優れた点といえた．
　しかし，いずれもパソコンをネットに接続して電子書籍コンテンツ
をダウンロードして，さらにそれをリーダーにケーブルあるいはメモ
リカード（SONY は独自規格のメモリスティック）を使ってコピー
をするという手間が必要であった．筆者にとってもっとも問題であっ
たのは，入手できる図書にほとんど興味が持てないものしかなかった
ということであった．それが積極的に利用を続けることがなかった理
由であった．マンガとビジネス書，小説といってもいわゆるノベル
スといわれるエンターテインメントがほとんどで，ほかには「青空
文庫」（http://www.aozora.gr.jp/）で公開されている著作権の消滅し
た作品であった．（この青空文庫はアメリカで始められたプロジェク
ト・グーテンベルクに影響を受けて始められたものである．）「青空文
庫」の活動そのものは有意義な試みであるが，LIBRIe で内蔵メモリ
500MG で約 20 冊が持ち運びできるとされていた．著作権切れの古典

図２　LIBRIe
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を移動の際にでも読もうかと，入れておくにも，まさに「帯に短し，
たすきに長し」ということは否めなかった．
　SONY の電子書籍のデータは SONY が全額出資する電子書籍配信
サイト Timebook Town（講談社，新潮社，大日本印刷，凸版印刷な
ど 15 社の出版関連事業者の設立した企業が母体）からレンタルで入
手することになっていた．著作権を考慮して 60 日が過ぎると消滅す
るというものであった．後に Timebook Town の会員である間は利用
し続けることができる Long Timebook サービスが始められた．この
期間限定の貸し出し方式は出版社側からの要請であったという（佐々
木，2010）．また著作権保護の DRM（Digital Rights Management）
の方式も BBeB という SONY 単独のものであったこともあるのかも
しれない．この Timebook　Town のサイトも 2009 年に閉鎖されて
しまった．このことからも，日本での 2000 年代初頭の電子書籍事業
は早すぎた試みであったといえよう．とりあえず電子書籍リーダーの
実用性を探ることにはなったと思われる．
　日本のこの電子書籍リーダーには 1999 年から 2000 年にかけて行わ
れた先行する実験があった．通商産業省の補助金を受けた大手出版
社を中心にした電子書籍コンソーシアム（http://www.ebj.gr.jp/）と
いう組織が行った社会実験であった．この実験について松浦晋也は，
ファイルフォーマットがマンガの電子化を考慮した独自の画像データ
であった点，フォントの大きさを変えることができなかったことや単
語検索ができなかった点，さらに著作権権利が堅すぎて自分のパソコ
ンに移して読むことさえできなかった点で失敗に終わったとしている

（松浦，2011）．
　しかし，ここで開発された画像形式のフォーマット（.ebi）はマン
ガと写真集を中心にした ebookjapan(http://ebookjapan.jp) の電子書
籍で現在も使われているという．
　2007 年にアメリカでは電子書籍リーダーとして Amazon.com の
Kindle が発売され非常に売れていた．さらに 2009 年にはアメリカ最
大の書店チェーンの Barnes & Noble から Nook というリーダーが売
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り出された．これら 2 機種についでアメリカで売れているといわれる
SONY の Reader（2006 年にアメリカで発売）はこの LIBRIe の後継
機であった（西田，2010a）．Kindle も Nook も LIBRIe と同じ E Ink　
を採用してほぼ似たような電子書籍専用機として設計されている．こ
の点をみても SONY の書籍端末として先行していた成果をうかがう
ことができる（西田，2012）．
　しかし，日本の家電業界における電子書籍端末は，遡ると 1990 年
の SONY のデータ・デスクマンになるだろう（関山，2001）．これは
8cm の CD-ROM を読み取るというものであった．現在のように何冊
もの書籍データをメモリ上で持ち運ぶというものではない．これはメ
モリ容量が限られていた時期の技術的な制約といえる．こうした端末
を辞書に特化したものが，現在様々なメーカーから出されている電子
辞書になる．これらについては今回の考察の目的からは外れるのでこ
れ以上は触れない．

2．「紀元前」における失敗の原因

　失敗の一番の原因は書籍データ点数が少なかったことであろう．
　電子書籍コンソーシアムの狙いとして「書店で本を買うような手軽
さと、本を探す楽しさをそのまま「電子の本」を買うときのしくみ
で実現できれば、子供から高齢者まで、男女を問わずに誰でも「電
子の本」を探したり手に入れることができます」という記述があ
る（http://www.ebj.gr.jp/active/b0101.html）． し か し，Time Book 
Town にスタート時に準備された書籍は 800 タイトル．その後も現実
にはマンガ本とビジネス本，少し時間のたったベストセラー小説で
は，いかに本好きであったところで，高価な電子端末を買って携行し
外で読もうと思ったところで読むものがない．これでは，リアル書
店に出向いて書棚を眺めることになるのが当然のことであろう．も
し，絶版あるいは品切れになっている書籍が電子書籍化されていたな
ら違っていただろう．さらにいえば，専用端末の価格がパソコンと比
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較すれば安いとはいえ，それを購入して少ないコンテンツをパソコン
経由で移してまで読もうというのは，いかにも「オタク」的な行為で
あった．
　アメリカと比較して日本で電子書籍市場が発達しなかった理由をい
くつか考えてみよう．アメリカの書籍で電子化されて売れているのは
ハーレクインのようなマスマーケット・ペーパーバックであるとい
う．これらは日本の文庫本に相当するが，紙，印刷，装幀，内容どれ
をとっても粗末なもので保存するような本ではなく，電子書籍の方が
向いている（大原，2010）（安藤．2011）．
　この状況は 2010 年の「電子書籍元年」といわれる年になってもそ
れほど変わっていなかった（立入，2011）（山田，2012）．
　日本ではコンテンツの内容と数量は検討されないままに，ハード
ウェアとデータフォーマットの囲い込みが続けられているように見受
けられる．とはいえ，電子書籍先進国アメリカもフォーマットによ
る囲い込みに関しては似たようなものかもしれない（西田，2010）．
Kindle が 2009 年になって急に売れ出した理由はコンテンツの量によ
るという．Kindle の発表当時 Amazon は 9 万冊の電子書籍を準備し
たというが，多くは著作権切れのものであった．しかしその後新刊書
の多くが同時に Kindle 電子版でも出されるようになったという．後
継機 Kindle2 が 2009 年に出されたときには 23 万冊，2010 年には 41
万冊にまで増えていたという（西田，2010a）．ネット書籍販売店とし
ての Amazon は，電子端末 Kindle の販売について SONY の失敗を充
分に検討して臨んだということだろう．電子書籍端末としての機能に
加えて単独で無線通信機能を持っていてネットにリンクし，しかも
通信料金を Amazon 側が負担するのだ．利用者は何も考えずにネッ
ト上の書店 Amazon で紙の新刊書と価格を比較して電子版を購入し，
すぐにダウンロードしその場で読むことができる（歌田，2010）．電
子書籍端末 Kindle のライバルである Apple もこの点に注目してい
たといえる．Apple は既に，iTuneStore を利用して音楽分野でネッ
トでの情報販売の成功を経験していた．そこで iPhone や iPad で
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iBookStore を通じて電子書籍を売ろうとした．さらに Kindle 版の電
子書籍データを読むことのできるアプリケーションを出したのだ．こ
れによって Kindle がなくても Kindle 版の電子書籍を読むことがで
きるようになった．また栞機能で Amazon のサイトに残った記録に
よって iPad あるいは iPhone，Kindle という端末に関係なく続きを読
むことができるのである．

３．紙の本と電子書籍の基本的な違い

　紙の本は物理的な実体のあるものなのに対して，電子書籍はリー
ダーという端末は形があるが，本というコンテンツは手に取ることが
できない．このことをどのように考えるべきであろうか．
　わが国で電子書籍についてその誕生と成長のすべてに関わってきた
萩野正昭は，その顛末をまとめた『電子書籍奮戦記』で以下のように
述べる．「端末が変わると読めなくなるものを．いったい本と呼べる
のか．電子書籍が本であるためには，端末もろとも読めなくなっては
ならないのではないか．」（萩野，2011）
　音楽ソフト，映像ソフトの変化を，この 100 年程度に限って観察し
てみても，書籍のこの状況は同様に想像のつくことかもしれない．
　音響データでは蝋管から 78 回転レコード，33 回転 LP レコード，
45 回転レコード，オープンリールテープ，カセットデッキ，MD
ディスク，そして CD，SACD．映像では，35mm フィルム，16mm
フィルム，8mm フィルム，βヴィデオ，VHS ヴィデオ，LD ディス
ク，DVD，HD-DVD，ブルーレイディスク．技術革新によって，利
用できる時間がどんどん短くなっている．それより何より，媒体を再
生できる装置が残っていないのだ．このことは，パソコンが普及する
過程で記憶媒体の変化と読み取り装置の変化で十二分に推測できたこ
とだともいえる．ただ，電子化された情報は，情報そのものに意味が
あるのだから，さまざまにデータを移行させることが工夫されるわけ
である．
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　紙の書籍というものは，それ自身が携帯可能な情報端末であるとい
うことが決定的に違っている．しかも電気というものに頼る必要のな
いものなのだ．「インターネットの時代に書物などもう古いという人
がいたら，わたしは尋ねてみたい．いったい牢獄にパソコンを持ち込
むことができるかと．電気が断ち切られてしまった難民キャンプで，
キーボードが打てるのかと」（四方田，2007）．
　紙の本は残るものであり，だからこそ図書館を作り，そこに保存し
次の世代へ情報を継ぎ伝えるということを人々は営々と行ってきたの
だろう．
　とはいえ，紙の本が万全のものではないことも，これまでに酸性紙
の問題，紙資源の枯渇などからもあきらかである（津野，2010）．増
殖し続ける本は図書館，あるいは個人にとっても蔵書スペースが問題
になる．
　わが国の学術情報の保存継続の問題について，日本学術会議が
2005 年に『電子媒体学術情報の恒久的な蓄積・保存・利用体制の整
備・確立（要望）』という文書の中で，既に以下の要望を出している。

「近時図書館の変容は目覚しく，これまでの印刷媒体の延長線上での
マイクロフィルムによる保存から，電子情報媒体による保存に依存す
るように変化するだけではなく，出版形態そのものが電子情報媒体に
よる比重が急速に増えている．
　他方，電子情報媒体による情報の蓄積は、その情報を取り出すため
の機器（ハードウェア）それを読み取るためのプログラム等（ソフト
ウェア）が適切に保存されるか，あるいは媒体の技術変化に即応し
て、新機種用に書き換えて保存するという処置をとらなければ，これ
までの印刷媒体・マイクロフィルムと異なって再現利用はほとんど不
可能であり，蓄積自体が無に帰着する可能性を持っている．このよう
な点を考慮して，いかに既存の情報を恒久的に保存するかの体制を検
討することが必要である」（日本学術会議，2005）．
　さらにいえば，何よりも人にとっての表現欲求の出現方法が，パソ
コンとインターネットによって変化したということだろう．
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　津野海太郎の小さなメディアの必要ということから考えるなら，紙
がなくても印刷技術がなくても，公開可能な簡単なメディアが必要と
いえよう（津野，1997）．
　本の制作自体が変化していることは，日本でも 1990 年代後半に
なって明らかになってきている．2000 年代初頭には『Deep Love』

『恋空』などケータイ小説が流行する．それに続いてブログ本という
ネットで公開されたブログを図書として出版し，それがベストセラー
になるという現象が起きる．一般人の例としては『実録鬼嫁日記』や
2 チャンネルからの『電車男』，ほかに糸井重里の「ほぼ日刊イトイ
新聞」から出た『オトナ語の謎．』『言いまつがい』などがある（永
江，2009）．
　とはいえ，手書き原稿がデジタル原稿に代わったからといって，日
本語による本の制作現場も簡単になったかというと，そうではないよ
うである．縦書きや漢字の文字コードの違いと組版ソフトの知識に加
えて XML（Extensible Markup Language) といったマークアップ言
語，加えて電子書籍化を前提とした様々なファーマットの知識などを
これまで以上に持つことが印刷業界にとって必要となる，というのは
大きな問題である（中西，2010）．
　アメリカの編集出版業界では電子書籍とプリント・オン・デマンド
に特化した会社（秦，2012）が出現しており，日本にもそうした企業
が誕生するのも時間の問題かもしれない．

４．２度目の電子書籍端末経験

　2000 年代初頭の電子端末経験はΣ Book も LIBRIe のどちらも使い
こなす前に，電子書籍コンテンツを供給する電子書籍市場が消滅して
しまった．そもそもが，実験的なものであったので仕方のないこと
だったともいえる．
　2010 年の「元年」騒動は iPad の発売から始まった．
　筆者はあまりに早すぎた撤退に懲りており，電子書籍端末の購入に

60　電子書籍と紙の本：個人的な経験から図書館に与える影響まで



は慎重になっていた．早くに独自フォーマの XMDF を使ったシャー
プの電子書籍端末 GALAPAGOS は名前が災いしたのかすぐに撤退が
決定された．これは企業としてシャープの経営上の問題が大きかった
のだろうと今では想像がつくが，それにしても「本」というものと，
電子書籍「端末」の思想の違いがあるように感じる．
　Amazon の Kindle は日本語フォントの問題が解決されていないこ
ともあって購入をためらっていた．
　SONY の新しい Reader は先の LIBRIe の表示が読みやすかったこ
とでもあり，Kindle が同じ E Ink 画面を採用していることから多少
期待をしていた．しかし，最初のモデルは Kindle と違い，通信機能
を内蔵していなかった．また，前回の読みたいと思うコンテンツが不
足していたことや，早期の市場からの撤退を経験していたためにこの
購入も躊躇していた．
　iPad は機能，使い勝手など Apple のコンピュータ技術の革新性か
ら大きく期待するものがあった．しかし，こちらは電子書籍端末と考
えると片手で持って読むにはあまりに重かったし，スマートフォン
での経験から電池の消費が早いという欠点を知っていたので，この
点も携帯書籍リーダーとしては判断に迷うところであった．さらに，
Apple の電子書籍販売の iBookStore はまだ日本語の電子書籍販売を
始めていなかった．
　電子書籍端末購入には，価格やコンテンツ数の問題以上に通信回線
の環境がよく理解できていなかった，ということもあった．特に通信
環境については，NTT の分割民営化以降の急速な変化に筆者がつい
てゆけなくなっていたということがある．このことは，以前からいわ
れている情報格差（デジタル・デバイド）の一つの現れであろうとい
う気もする．
　Amazon の Kindle 日本語版は 2012 年にようやく発売になった．
Kindle は，それまでの「自炊」と呼ばれる自作 PDF ファイルか青空
文庫のコンテンツを利用して読むことから，一歩前進したことにな
る．この時点で日本語での電子書籍の比較ができる環境が揃ったとい
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える．
　過去の経験と比較して通信機能が加わっ
た SONY の Reader が LIBRIe と比べて，ど
う進化したかという点，Amazon の Kindle，
そして Apple の iPad を実際に比較するの
に，PC を 1 台買う程度の金額で可能になっ
たということでもあった．Reader には紀伊
国屋書店というリアルな店舗を持つ大型書店
が加わっていることも，今回の購入理由のひ
とつだった．
　さらに個人的には家の通信環境を WiFi が
使えるように換えたことがある．SoftBank
の回線を介さずに利用が可能になったので
iPad を試すことができるようになったのだ．
　Macintosh SE を 1989 年 頃 に
購入して OS を漢字 Talk で使っ
て以来の Mac ユーザーとしては，
iPhone，iPad が出て，すぐにも
使ってみたかった．しかし，回
線が SoftBank に固定されている
ことでなかなか利用に踏み切るこ
とができなかった，というのもおかしなことなのだが．実際のとこ
ろ Macintosh の CPU がモトローラーからインテルに替わってからの
Macintosh にはあまり魅力を感じることがなくなっていたということ
と，大学でのパソコン利用環境が Microsoft の Windows OS を使わな
い限り不便になっているということもあった．
　楽天は Kindle の発売に続いて，2012 年 7 月に kobo を売り出した．
これはカナダで電子書籍事業をし、独自電子書籍端末 Kobo eReader
を販売していた Kobo 社を買収して，日本語にローカライズしたも
のであった．しかし，楽天の kobo については青空文庫を自分のイー

図４　SONY Reader

図３　Kindle

図５　iPad
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ブックストアのコンテンツ数に水増しするということもあって，今回
の比較実験の購入からは外した．
　こうした電子書籍端末の新商品の発売はまだ続いている．2012 年
12 月には NEC 製の Lideo が出された．これは凸版印刷グループで電
子書籍ストアサービス「BookLive!」と連携したものである．回線契
約が不要で通信料を BookLive が負担するというのは，Kindle と同様
の方式である．ただ電子書籍の対応フォーマットに現在最も一般的な
PDF がないという点が不便であるように感じる．こうした端末によ
る囲い込みは，電子書籍を購入して「本」を読んでみようと考えるご
く一般的な読書人にとっては戸惑いを覚えることだろう．

５．電子書籍端末での読書体験

　比較する端末の公表されているスペックを表にしておく．

Kindle Reader iPad 
本体の重さ 222g 164g 652g
画面サイズ 6インチ

（1024×768ドット）
6インチ

（600×800ドット）
9.7インチ

（2048×1536ドッ
内蔵メモリ 2G 2G 16G
通信機能 無線 LAN

（IEEE802.11）
モバイル通信網3G

無線 LAN
（IEEE802.11）

無線 LAN
（IEEE802.11）

Bluetooth4.0
対応フォーマット Kindle（AZW3) , 

TXT, PDF, MOBI, 
PRC, HTML,DOC, 
DOCX, JPEG,GIF, 
PNG, BMP

M N H ,  X M D F , 
B O O K ,  E P U B , 
PDF, JPEG, GIF, 
PNG, BMP, TXT

　Kindle と Reader は画面サイズも使われている電子ペーパー E Ink
の見え方もほとんど差はない．重量も片手で持ち，あるいは寝転んで
読むことに苦痛はない．Kindle は内蔵ライトが組み込まれているの
で暗い部屋でも読書が可能である点で，Reader よりも筆者には書籍
端末として優れているように感じた．iPad はカラーであるという点
にグラフ誌のような雑誌を読む点での優位がある．しかし，重量から
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して移動時などに片手で持って読んだり，寝転んで読書をするなどと
いうことは考えられない．しかし，タブレット PC として作られてい
ることから音をつけ，絵を動かすという特別な電子書籍が提供されて
いる（佐々木譲，2012）．こうなると電子書籍は，これまでの静的な
書籍とはまるで違ったものだといえよう．
　マンガの電子書籍は日本市場では欠かせない商品のようだが，画面
サイズとカラー表示が可能である点からすると iPad に軍配が上がる．
しかし，マンガは基本的には白黒での表現がほとんどなので，何巻も
からなる長編マンガを携帯可能な電子書籍端末に入れて持ち運べる
ということでは，Kindle や Reader も充分にその役割を果たすといえ
る．
　また，Kindle には表示言語を設定すると内蔵辞典に『大辞泉』と

『プログレッシブ英和中辞典』『Oxford English Dictionary』『The 
New Oxford American Dictionary』が使えるように設定できる．日
本向けの Kindle は国際版ということでほかに中国語辞典，英中辞典，
ポルトガル語辞典，フランス語辞典，ドイツ語辞典，スペイン語辞
典，イタリア語辞典がダウンロードできるようになっている．
　Reader に は『 大 辞 林 』『 ジ ー ニ ア ス 英 和 辞 典 』『New Oxford 
American Dictionary』が入っている．
　iPad は残念ながら初期設定では内蔵の辞典はない．もちろん有料
あるいは無料の辞典を追加することは可能である．コンテンツの仕様
によっては画面上で判らないことばを選択すると自動的に内蔵の辞書
につながって意味が表示される．PDF ファイルでは当然ながらこの
機能は使えない．
　結局のところ，新しい電子書籍端末にあってもその端末で購入可能
なコンテンツの数が問題となる．
　使った限りでは端末によって使用可能な電子書籍販売先で揃えられ
ているものに差があるということの方が問題であると思われた．ま
た，再販制度が電子書籍には適用されていないので販売先によって同
じコンテンツにもかかわらず価格が違っているということにも違和感
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を覚えた．
　アメリカでは紙での新刊発売と電子書籍版が同時に販売されるとい
うところまで市場が進んでいるようだ．Amazon USA で本をチェッ
クするとハードカバー，ペーパーバック，Kindle 版，拡大文字版，
オーディオ CD 版というように価格比較ができる．例えば 2013 年 5
月に出版予定の Dan Brown のInferno: A Novel はハードカバーで
＄29.95（事前注文価 17.97）Kindle 版＄14.99，拡大文字ペーパーバッ
ク版＄22.64，オーディオ CD 版＄32.96 となっている．Kindle 版は
ハードカバーよりもかなり安いことがわかる．また Kindle は文字を
拡大できるだろうから，弱視者向けの拡大文字版よりも安く入手でき
ることになる．こうした販売が同じようにできることが今後の日本の
電子書籍ビジネスが大きく進むかどうかを左右するように感じる．し
かし，現在の再販制度と端末ごとのフォーマットの囲い込みが続く限
りなかなか難しいだろう．
　町の書店がなくなり，雑誌の廃刊休刊が続き，新刊書が売れなく
なったといわれている中で，電子書籍，加えて電子版新聞がアメリカ
のように売れ行きを伸ばすのであろうか．ぶ厚いハードカバー本が電
子書籍版と同時に発売される場合には，読み物としてなら同じ価格で
あっても電子書籍で購入するという選択はあるだろう．しかし，3 年
後の文庫版と電子書籍ではどうであろうか．スーパーマーケットで売
られているペーパーバックと日本の文庫本を比べるならこれは判断に
迷うところだ．今の電子書籍端末の性能では文庫本よりも読みやすい
とはいえないだろう．ただ旅先に文庫本を何冊も持ち歩くのは面倒だ
が Kindle や Reader を 1 台鞄に詰めてというのは充分に考えられる
選択肢だ．娯楽としての読書という行為ならこれで充分といえるだろ
う．
　PDF ファイルを入れておくことで仕事の資料を大量に持ち運ぶこ
とができるというのは，ノートパソコンと並べて使うならさらに便利
なことだろう．
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６．読書論から考える電子書籍

　次に電子書籍がかなりの程度広まったといえるなかで，最近の読書
論をいくつか比較検討してみる．
　2012 年のビジネス書のベストセラーになった佐藤優の『読書の技
法：誰でも本物の知識が身につく熟読術・速読術「超」入門』東洋経
済新報社（2012）をみてみよう．これは，電子書籍でも刊行されてお
り，紙版が 1,575 円（税込み），Amazon Kindle 版 1,143 円（税抜き
表示），SONY ReaderStore 1,200 円（税込み）と，一応紙の方が高額
に設定されている．しかし，電子書籍も販売書店によって価格表示も
違っている．
　紙の本と内容を比較すると，トップに掲げられているカラー写真で
文具や図書を紹介してるページが白黒になってしまい，力強さを失っ
ている．iPad では Kindle 版をカラーの状態で読むことができる．そ
れよりも佐藤は読書の際に付箋を貼り鉛筆でマークし，ノートに書
き写すという読み方を提案している．これは 10 年前にやはりベスト
セラーになった斎藤孝の『三色ボールペンで読む日本語』角川書店
(2002) とも似ている．もっとも，斎藤の場合は消すことのできない
ボールペンであるのに，佐藤は鉛筆とポストイットという，多少は本
を大切に扱うという点で，より古典的な方式といえようか．これを電
子書籍で読んで，佐藤流を実践しようとしても，ページを折り付箋を
付けたり書き込みをするわけにいかないのはおかしな話だ．
　「14 歳の世渡り術シリーズ」という携帯世代の中高校生向けに書か
れた永江朗の『本を味方につける本：自分が変わる読書術』河出書房
新社（2012）でも，本に直接書き込み，線を引いたりという行為が読
書術として重要なテクニックとして紹介される．たしかに電子書籍に
も栞をつけ，マーカーで線を引くようなシステムがあるが，端末に
よって使用法に違いがありそれぞれの端末での使い方を覚えるという
ことが面倒になる．このあたりが電子端末と，直感的に理解可能とい
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う紙の本との差といえよう．毎日のように端末を使っているならいつ
の間にか身につくことだろう．しかし，これまでの電子機器での経験
からみて，3 ～ 4 年に一度は OS や器機の更新要請があって，操作性
が大きく変わるなら，電子書籍は娯楽のための読書以外にはあまり使
えないということになる．
　一方で義務教育に電子教科書を採用するという施策が文部科学省か
ら提案されている．電子教科書による実験も実施され，実現の方向で
動き出しているようだ．これが夢のように教育効果が上がるという説

（大谷，2011）と，必ずしもそうではない以上に問題があるという説
（新井，2012）に分かれる．
　実際の電子教科書の iPad 版サンプルをダウンロードしてみると，
朗読を聴きながら書き込みや文章に線を引いたり，メモを書いたり
と，実現するならなかなか面白いことができそうな予感がする．
　その一方新井紀子のいうように，現在のハードウェアーではモニ
ター画面の制約から全体を一目で見渡すという一覧で比較検討するこ
とができなくなることは否めない．上下に重ねられた情報ウィンドウ
を切り替えて見ることはできるが，並列して一覧することはタブレッ
ト端末では無理だ．
　とはいえ，教科書に使われる電子端末は読書機能だけに絞られた小
さな端末ではなく，携帯に便利なタブレット PC となることは明らか
だろう．無形コンテンツ（文章のみ）はデジタル化され定型コンテン
ツ（写真、チャート、グラフまたは詩文などが含まれている文章）は
iPad と印刷物に分かれるというように「紙の本」と電子書籍の棲み
分が進むという考えもある（マクガイア，2012）．
　ところで日本の教科書はどのような OS を使ったものになるのだ
ろうか．国産 OS といわれ期待された TRON は日米貿易摩擦の中で

「教育用コンピュータ」に採用されかけながらスーパー 301 条によっ
て潰されてしまったといわれる（坂村，2002）．
　文部科学省の教科書に使われている予算は約 400 億円で，これは子
ども 1 人あたり 4000 円となるといわれる．果たしてこれで教科書コ
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ンテンツまで含めた端末が配布できるのだろうか（新井，2012）．も
ちろん大学センター試験での英語の聞き取りテストに使われている単
機能の IC プレーヤーのように採用され，同一規格で大量に作られる
ならこの予算でも可能かもしれない．
　筆者の利用経験からしても，電子辞書は検索は早いが，その結果が
1 項目ごとしか視野に入ってこないことに不自由を感じる．冊子体の
辞書では見開きで 2 ページが同時に視野に入り，しかも同時に複数の
項目の説明も読むことができるということは，知識を蓄積するという
面では差が出るのではなかろうか．英語の単語に対して，辞書の最初
に記載された日本語の単語を貼付けていくという機械による翻訳と大
差のないことが普通になるとしたら，日本人の英語はいつまでたって
も実用レベルまでは向上しそうもない．
　多くの辞書が電子化されて複数の辞書を携行でき，大部の百科事典
さえもが個人で容易に入手できるようになって，便利になったことは
明らかであるとしてもである．
　これは書誌目録が冊子体から MARC 出力のマイクロフィッシュ版
に替わり，さらに OPAC になって検索は容易になったが，図書カー
ドをページ一面に並べた LC や BL の冊子体書誌目録を一覧しながら
予想もしなかった図書を発見するという，偶然の楽しみを奪われたこ
ととも重なるように思う．
　それ以上に言語脳科学の第一人者といわれる酒井邦嘉の『脳を創
る読書：なぜ「紙の本」が人にとって必要なのか』実業之日本社

（2011）によれば，書く力と読む力は想像力によって培われるという．
ところがコンピュータでは文字と画面の位置関係が一定しないので空
間的手がかりを得ることができずに，想像力が育たないという．紙の
本と電子書籍はそれぞれの良さを使い分けることが大切と，酒井はき
わめて常識的な結論をくだす（酒井，2011）．しかし，教科書を電子
書籍にしてしまってはこの大切な想像力が育たないというのでは，学
習の意味がないであろう． 
　大学生に対しても電子学術書の利用実験が行われている．実験では
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最初はテキストデータで行われ，次に利用文献を増やすためにスキャ
ンして画像として処理された文献情報も利用したという．慶應義塾大
学における実証実験での学生たちの反応は，コンテンツに関する要
望が増えていったと報告される．さらに正字率が 99.975% のスキャン
された文字テキストデータでなくても，想像力で補える画像であろう
とも，とにかく読みたい本が欲しいということである．ほかには「検
索できる」ことが重要ということであった．しかも「複数書籍間での
全文検索」に支持が偏るという．この「検索」重視ということは電子
書籍として読むことに関しても紙の本より読みやすいということでは
なく，「確認できる」程度に読むことができるとよい，ということで
あるとされる．いわゆる「自炊」というスキャンでの PDF ファイル
データで多少画像が不鮮明であろうとも，確認できれば充分に利用に
耐えうるということだ．
　ここでも学生あるいは社会人にとっての学習，仕事でじっくりと
読むには，紙の本によるものがまだ主流ということになる（島田，
2012）という楽観的な見方もあるが，検索で関係のありそうな項目に
さっと目を通して，軽く分かったような気になるだけの人が増えて，
じっくりと読むという体験があるのは絶滅危惧人種になるかもしれな
い．

７．紙の本と電子書籍と書架の関係

　電子書籍が端末上に増えてゆくと画面上での見せ方にも工夫が必要
になる．タイトルだけのリスト表示という単純なものから表紙を面出
しして見せるという方法をとることもできる．書店での棚と平台での
展開に相当するだろうか．しかし紙の本のような自由度，容易さは
ない．これはソフトの自由度があがると解決できることかもしれない
が，人の考えるような有機的な並びはまだ無理だろう．棚に紙の本
を並べることによって新しい知の結びつきが創造されるというのは
松岡正剛の丸善書店丸の内店で松丸本舗の実験で証明された（松岡，
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2012）（柴野，2012）．バーチャルな電子書籍端末内ではこれは無理な
ことだろう．現実には個人が実践するとなると，かなりの量の本とそ
れを置くスペースが必要となるわけで，ほとんど無理であろう．結局
はスペースを確保しようとすると紙の本よりは電子書籍にし，これま
での蔵書を自分でスキャンし PDF ファイル化するという作業が加わ
る．そして電子書籍端末内のこれらのファイルを効率よく検索できる
システムをいかに構築するか，ということに落ち着くだろう．蔵書ス
ペースに限りのあるごく普通の読書人にとっては，大量の本を処理す
るにはバーチャルな形にならざるを得ないのだろう．しかし，ここか
らは松丸本舗のように新たな創造的な広がりのある読書環境にはつな
がってゆかないのだ．
　どうやら，ヒトは肉体的な動きを加えることが思考を深めるため
には欠かせないようだ．読書にも本の厚みと持ち重りを感じながら，
ページをめくる指触りで，読んだ量を確認するという行為が必要なよ
うだ．

８．電子書籍と図書館

　紙の本という形を取らない電子出版物が公開されるようになると，
図書館もその蒐集と貸出に踏み切る必要が出てくる．日本では公共図
書館として，初めて電子書籍の貸し出しを始めたのが指定管理者制度
でリニューアルされた千代田図書館だ．電子書籍をインターネット経
由で貸し出すというサービスである．Windows OS と iOS に対応し
たソフトを入れて EBKS，XML，PDF，Flash の各ファイルタイプ
の電子書籍が 24 時間いつでも貸出・返却できるように設計されてい
る．1 人 5 冊まで 14 日間という制限で，期限になると利用ができな
くなるようになっている．また，プリントアウト，画面コピー，テキ
ストファイルへの出力はできなくなっている．
　岩見沢市の図書館では，2002 年 6 月に「岩波文庫」，「東洋文庫」，
そして，マンガなど電子書籍の閲覧サービスを市民向けに開始した．
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この時はイーブックイニシアティブジャパンから電子文庫を一括購
入して，図書館内の専用のパソコンで閲覧させるということであった
が，現在は中止している（文化庁，2010）．
　札幌市立図書館でも電子書籍の貸出実験が 2011 ～ 2 年に実施され，
その報告が出されている．2011 年 10 月に 500 名のモニターと 200 タ
イトルの地域資料を利用して始まったものである．使用したデバイ
スはパソコン，タブレット端末 (iPad と Android 端末の LifeTouch)，
スマートフォンとテレビだった．フォーマットは電子図書館向けの
Wbook という形式で一般的なものではなかった．ダウンロード方式
で貸出期間が終わるとサーバーからの命令で消えるようになってい
る．実験前は，電子書籍を読んだこともないし，今後も読みたくない
という回答が 47％で，読みたい 47％と拮抗していたのが，終わって
みると今後も電子図書館を利用したいが 66％になっている．地域資
料として紙媒体だけでなく，特に行政の持つ資料を電子化して保存し
公開するという点に情報発信の意義をみている．それよりも実証実験
の座談会での発言に「電子サービスを使ってみたら図書館に行きたく
なった」という若いモニターの話があり，さらなるコンテンツの充実
によって新たな利用者を掘り起こすことが期待できるだろう（札幌市
中央図書館，2012）．リアルな図書館の棚にある本をブラウズしなが
ら，立ち止まって手に取るというのが重要なことだろう．
　大学図書館では学術書に特化した図書館契約型の電子書籍配信サー
ビスを利用するということが始まっている．電子書籍を紀伊國屋のよ
うな代理店を経由してネットで利用するというものだ．しかし，和
書の学術電子書籍は点数が少なく，主に海外制作の洋書になってい
る．紙の本もありながら電子書籍を図書館に入れてもらうには，全文
検索システムが付いているような付加価値が必要であるようだ．日本
語の書籍から OCR で電子書籍版を作ろうとすると，旧字体を多く含
むものは正字率わずか 60％だったということだ．そこで検索に主眼
を置いてユニコードの新字に置き換えてテキストデータを作っている
という．これでは日本語の学術書の電子書籍化は高額なものになって
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しまうだろう（ず・ぼん，2011）．また，ユニコードについてはアメ
リカ製 OS のグローバル化に押し切られた妥協の産物ともいえ，漢字
文化圏の国々においてはまだ検討すべき問題が残されている（加藤，
2000），（坂村，2001）．
　一方国立国会図書館で進められている PDF でのデジタルアーカイ
ブ化も含め，じっくり読むための資料と，検索して確認するだけの資
料とでは電子コンテンツの作り方にも差ができそうである．幕末の黒
船のように登場した Google による電子書籍化問題（ジャンヌネー，
2007）（福井，2011）での著作権を巡る交渉では，日本を含む英語圏
外の国の著作物が対象外となったことについて，国立国会図書館で積
極的に電子化を進めている長尾真前館長は 2009 年 12 月 7 日の「ウェ
ブ学会シンポジウム」の基調講演で，「（米英などで）たいていの人
が Google ブック検索で本を調べるが，日本の書物は一切出てこない」
という結果になることを懸念し，Google ブック検索に参加しないな
ら，「日本独自で書物をきちんとスキャンし、世界にネット発信して
いくという努力がない限り，世界に永久に無視される危険性がある」
と述べたという（ITMedia News，2009）．
　学術文献の分野では，文学テキスト変遷を時系列も合わせて多層に
記録して分析するために文学作品をデジタル化するという「編集文献
学」という新しい研究が着々と進んでいるようだ（シリングスバー
グ，2009）．

９．結論にならない結び

　電子書籍化の点数，販売量，価格と，すべてにおいて先んじている
アメリカでこんな記事を見つけた．iPad を買ってから紙の本を買わ
なくなったという筆者 Abell は，それでも紙の本が勝っている 5 つの
理由をまとめていた．（1）電子書籍は読了することが難しい．（2）本
を一カ所にまとめておけない．（3）考えを書き込む余白がない．（4）
読み捨てなのに価格が釣り合わない．（5）電子書籍はインテリアにな

72　電子書籍と紙の本：個人的な経験から図書館に与える影響まで



らない（Abell, 2011）これには笑ったものの，なかなか含蓄のある指
摘である．
　絶版あるいは品切れ図書の多い日本の出版事情を考えると，電子書
籍による出版はある意味で喜ばしい（松浦，2011）．また，少部数の
出版しか期待できない学術専門書にとっても意義のあるものといえよ
う．しかし，現在の電子書籍リーダーを含め環境は未だ成熟していな
いと考えられる．なにしろ電子書籍端末が違えば読むことのできる
本が違ってしまうのだから．持ってゆく端末によって読めるものが違
うのでは複数の端末を持ち運ぶ必要があることになる．これではせっ
かくの電子書籍の利点がないに等しい．将来についていえばまだまだ
進化（？）することであろう．しかし，その端末の開発に要するテス
トとコストを利用者に求めるような現在のパソコンの売り方を従来の

「紙の本」の読者にも求め続けるならば，電子書籍などなくてもよい
と，溢れかえった本の山に脅えながらも独りごちるのだ．

付記：
　本稿入稿直後に柳与志夫「我が国の電子書籍流通における出版界の
動向と政府の役割：現状と今後の課題」『レファレンス』（738）（7，
2012）を手にした。これまでの日本における電子書籍の歴史を，業界
と行政の関係をまじえ多数の資料を基に整理論述されている．本稿は
これに屋上屋を重ねることになってしまった感を拭えない．しかし，
論旨そのものに大きく変更を加える必要はないことに加え，筆者の経
験に基づくものとして多少の意義はあるだろうと考え，このまま掲載
する．
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